
令
和
５
年
度
の
岩
手
県
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会（
以
下
、県
高
Ｐ
連
）定
期
総

会
お
よ
び
研
究
協
議
会
は
、６
月
７
日
に

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。県
内
66
校
か
ら
会
長
や
校
長
を
含
む

２
１
７
名
が
出
席
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
か
ら
初
め
て
の
定
期
総
会
と
な
り
、換

気
や
手
指
の
消
毒
な
ど
基
本
的
な
対
策

を
講
じ
な
が
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
94
名
が
個
人
表
彰
さ
れ
、令

和
４
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
住
田
高
校
が
、令
和
４
年
度

岩
手
県
教
育
表
彰
を
花
巻
南
高

校
が
受
賞
し
た
ほ
か
、県
高
Ｐ
連

第
27
回
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
最
優

秀
賞
に
は
盛
岡
北
高
校
が
輝
い
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
令
和
５
年
度
の
県
高
Ｐ

連
会
長
に
は
、盛
岡
第
一
高
校
の

川
上
博
基
氏
が
就
任
し
、前
会
長

で
あ
る
大
柏
良
氏
へ
感
謝
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。大
柏
前
会
長
か
ら
は

「
今
後
も
県
高
Ｐ
連
の
活
動
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
」と
心
強
い
挨
拶

が
あ
り
、
川
上
会
長
か
ら
は
「
感

染
症
に
関
し
て
油
断
は
で
き
な
い

が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
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る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

議
事
に
お
い
て
は
、会
務
報
告
や
各
委

員
会
の
活
動
報
告
、一
般
会
計
収
支
決
算

の
ほ
か
、第
71
回
東
北
地
区
高
Ｐ
連
盛
岡

大
会
に
関
す
る
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
母
親

委
員
会
に
つ
い
て
は
、健
全
育
成
委
員
会

と
統
合
し
た
上
で
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

が
決
定
。た
だ
し
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
区

に
お
け
る
母
親
委
員
会
に
つ
い
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
判
断
を
尊
重
す
る
方
針
で
す
。そ

れ
以
外
の
会
則
お
よ
び
委
員
会
規
定
に

つ
い
て
も
、現
在
の
状
況
に
合
っ
た
内
容

に
改
正
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、全
て
の

議
案
が
出
席
者
の
賛
同
を
得
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
後
の
研
究
協
議
で
は「
自
転
車
の

安
全
利
用
に
つ
い
て
」と
題
し
、岩
手
県
復

興
防
災
部
消
防
安
全

課
の
今
村
主
査
お
よ

び
岩
手
県
警
察
本
部

交
通
部
交
通
企
画
課

の
岩
野
課
長
補
佐
よ

り
、そ
れ
ぞ
れ
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

村
主
査
は
今
年

４
月
に
施
行
さ
れ
た

「
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」に
つ

い
て
解
説
。
昨
年
、
県

が
行
っ
た
自
転
車
利
用

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、半
数
以
上
が「
交
通
ル
ー
ル
を

知
っ
て
は
い
る
が
守
っ
て
い
な
い
」と
回
答

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
自
転
車
も
車
両
で

あ
る
と
認
識
し
、交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
が
大
切
。自
転
車
に
関
す
る
保
険
は
自

動
車
保
険
や
火
災
保
険
な
ど
に
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、こ
の
機
会
に
確

認
し
て
ほ
し
い
」と
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
岩
野
課
長
補
佐
は
、県
内
の
自
転

車
事
故
の
中
で
高
校
生
の
割
合
が
最
も

高
く
、自
転
車
側
の
安
全
不
確
認
や
一
時

不
停
止
が
原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
と

説
明
。人
間
の
脳
と
ほ
ぼ
同
じ
固
さ
で
あ

る
木
綿
豆
腐
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
入
れ
て
落

と
す
実
験
を
行
い
、そ
の
崩
れ
に
く
さ
を

踏
ま
え
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

こ
の
日
の
締
め
く
く
り
に
は
懇
談
会
も

あ
り
、県
高
教
組
の
栁
田
書
記
長
に
よ
る

乾
杯
の
後
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度 

県
高
Ｐ
連

定
期
総
会・研
究
協
議
会
開
催

岩手県高等学校PTA連合会会報
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講
演
〉

 

演
題 『
海
と
希
望
の
学
校
』

～
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
の
挑
戦
～

長
く
ウ
ナ
ギ
の
研
究
を
続
け
て
き
た

青
山
氏
は
、２
０
１
４
年
に
大
槌
沿
岸
セ

ン
タ
ー
に
着
任
。東
日
本
大
震
災
の
爪

痕
が
色
濃
く
残
る
街
で
、子
ど
も
た
ち

と
海
の
間
に
溝
が
生
じ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。そ
こ
で
同
氏
は
ほ
か
の
研
究

所
と
連
携
し
、海
の
希
望
と
学
校
i
n

三
陸
を
ス
タ
ー
ト
。今
も
地
域
と
深
く

関
わ
り
な
が
ら
、海
の
地
位
を
向
上
さ

せ
る
べ
く
三
陸
の
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
デ
ィ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
講
演
で
は
、大
槌
高
校
の「
は

ま
研
究
会
」も
紹
介
。こ
れ
は
同
校
生
徒

の
有
志
が
参
加
し
て
い
て
、大
槌
沿
岸

セ
ン
タ
ー
で
の
手
伝
い
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、成
果
発
表
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。同
校
の
継
枝
校
長
か
ら
は「
研
究

会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、生
徒
に
良
い

変
化
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
」と
の
声

が
あ
り
、青
山
氏
は「
子
ど
も
た
ち
が
海

へ
の
誇
り
を
取
り
戻
し
、将
来
的
に
地

域
が
海
と
と
も
に
元
気
に
な
る
こ
と
が

目
標
」と
語
り
ま
し
た

講
師

青
山   

潤 

氏

（�

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究

所
・
教
授
、大
槌
沿
岸
セ
ン

タ
ー
長
）

▲川上新会長挨拶

▲研究協議・今村氏

▲大柏前会長挨拶

▲研究協議・岩野氏

▲総会の様子

▲表彰状・水沢工業　小野寺氏

▲懇談会の様子



６
月
の
あ
る
日
曜
日
。
仙
台
市
の
某
球
場
で
、
中

学
生
の
末
っ
子
が
所
属
す
る
野
球
チ
ー
ム
の
東
北
大

会
で
の
こ
と
。
あ
と
２
つ
勝
て
ば
全
国
大
会
へ
と
い

う
試
合
。試
合
終
盤
で
０
対
０
。我
が
チ
ー
ム
は
ツ
ー

ア
ウ
ト
な
が
ら
ラ
ン
ナ
ー
３
塁
に
。
こ
こ
で
打
席
に

立
つ
の
は
我
が
子
。

あ
ー
！
得
意
の
サ
ー
ド
ゴ
ロ
や
！

あ
ー
！
送
球
が
逸
れ
た
！

１
塁
に
駆
け
込
む
打
者
と
、
１
塁
手
が
交
錯
。
塁

上
で
ぶ
つ
け
た
足
を
抱
え
倒
れ
込
む
我
が
子
。
対
戦

チ
ー
ム
の
２
塁
手
は
「
ア
ウ
ト
で
し
ょ
！
」
と
審
判

へ
声
を
あ
げ
る
。

い
や
い
や
、
そ
も
そ
も
塁
離
れ
て
る
か
ら
タ
ッ

チ
せ
ん
と
ア
ウ
ト
に
な
ら
ん
し
。

守
備
妨
害
？
い
や
い
や
、
そ
っ
ち
が
暴
投
し
た

ん
や
ろ
が
。

っ
ち
ゅ
ー
か
、
選
手
が
判
定
に
抗
議
し
た
ら
あ

か
ん
や
ろ
が
！

と
瞬
間
的
に
沸
騰
し
、「
お
前
が
言
う
な
や
！
」

と
叫
ぶ
私
…
。

「
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
、
父
母

会
長
と
事
務
局
長
に
両
脇
を
抱
え
ら
れ
、
人
生
初
の

退
場
処
分
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
…
。

「
私
は
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
目
線
で
行
動

し
て
い
る
ん
で
す
！
」
と
強
弁
す
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
学
び
は
こ
こ
に
あ
る
わ
け

で
も
な
く
…
。
こ
ん
な
人
間
が
２
年
間
も
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
の
は
、
一
重
に
皆
様
の
お
か

げ
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。『
子
ど
も
た
ち
の
た
め
』

と
言
う
、
皆
様
の
日
頃
の
P
T
A
活
動
へ
の
参
加

に
、
改
め
て
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自

分
自
身
、
子
ど
も
た
ち
に
背
中
で
語
れ
る
大
人
に
な

り
た
い
…
。
今
度
の
こ
と
で
の
反
省
も
含
め
、
こ
れ

か
ら
も
熱
く
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

２
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

前岩手県高P連会長

大柏　　良

退任〜退場に
あたって
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黒
沢
尻
北

副
会
長

田
鎖　

祥
子

北
上
翔
南

会　

長

戸
巻　

明
博

北
上
翔
南

会　

長

軽
石　

卓
也

北
上
翔
南

副
会
長

後
藤
る
み
子

北
上
翔
南

副
会
長

髙
橋　

一
代

北
上
翔
南

役　

員

田
山　

理
香

北
上
翔
南

役　

員

菊
地　

晶
子

北
上
翔
南

役　

員

田
中
由
紀
子

北
上
翔
南

役　

員

菊
池　

律
子

西 

和 

賀

副
会
長

丹
波　

直
人

西 

和 

賀

役　

員

髙
橋　
　

宏

遠    

野

会　

長

菊
池　

秀
尚

遠
野
緑
峰

副
会
長

荒
川
め
ぐ
み

水    

沢

会　

長

五
十
嵐
智
行

水
沢
農
業

会　

長

鈴
木　

貴
之

水
沢
農
業

副
会
長

新
美　
　

豊

水
沢
工
業

会　

長

小
野
寺　

勝

水
沢
商
業

会　

長

阿
部　

光
信

岩 

谷 

堂

副
会
長

菊
池　

俊
宏

一
関
第
一

会　

長

稲
邊　
　

督

一
関
第
二

会　

長

山
平　

功
二

一
関
第
二

副
会
長

髙
橋　

拓
生

一
関
工
業

会　

長

千
葉　

博
幸

一
関
工
業

副
会
長

菅
原　

弘
樹

花    

泉

会　

長

関　
　

健
一

花    

泉

副
会
長

長
田　

奈
々

花    

泉

役　

員

佐
藤　

由
枝

花    
泉

役　

員

佐
藤　

育
美

大    
東

副
会
長

泉　
　

好
信

大    

東

役　

員

中
津
山
卓
也

大    

東

役　

員

菅
原
美
津
代

大    

東

役　

員

菅
原　

鈴
恵

高    

田

副
会
長

橋
詰
智
早
子

高    

田

副
会
長

菅
野　

康
幸

大 

船 

渡

会　

長

今
野　

義
也

大 

船 

渡

副
会
長

新
沼　

智
和

住    

田

会　

長

佐
藤　

邦
生

住    

田

役　

員

佐
藤　

博
美

令
和
５
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

個
人
表
彰
受
賞
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◆優秀賞（２校）

黒 沢 尻 北 黒陵　vol.142
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杜 陵 杜陵高校ＰＴＡ会報　第48号
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大 船 渡 さかみち　第１０３号

◇最優秀賞･優秀賞 ： 
　令和4年度東北地区広報紙コンクールへ推薦

盛
岡
第
一

副
会
長

畑
山　

紀
枝

盛
岡
第
二

会　

長

村
上
智
加
子

盛
岡
第
二

副
会
長

亀
谷
ま
ゆ
み

盛
岡
第
二
事
務
局
長

千
葉　

圭
子

盛
岡
第
三

会　

長

成
島　

英
史

盛
岡
第
三

役　

員

長
岩　

亜
紀

盛
岡
第
四

会　

長

長
澤　

武
久

盛 

岡 

北

会　

長

中
村　

直
紀

盛 

岡 

南

副
会
長

玉
内　

昭
子

盛 

岡 

南

会　

長

浅
沼　

盛
一

盛 

岡 

南

副
会
長

因
幡　

浩
子

不 

来 

方

会　

長

小
岩　

和
人

不 

来 

方

副
会
長

遠
山　

智
子

不 
来 

方

副
会
長

根
田　

舞
子

不 
来 
方

副
会
長

岩
泉　

睦
夫

不 

来 
方

副
会
長

佐
々
木
明
美

杜　
　

陵

会　

長

高
瀬　

鮎
子

盛
岡
農
業

会　

長

八
重
樫
正
尚

盛
岡
農
業

副
会
長

野
崎　

静
江

盛
岡
工
業

会　

長

川
村　
　

浩

盛
岡
工
業

副
会
長

淺
沼
悠
芙
佳

盛
岡
工
業

副
会
長

菊
地　

彰
子

盛
岡
商
業

会　

長

小
綿　

英
樹

平    

舘

会　

長

畠
山　

幸
清

平    

舘

副
会
長

遠
藤　

悦
子

平    

舘

副
会
長

竹
田　

美
雪

雫    

石

会　

長

福
田　

裕
美

紫
波
総
合

会　

長

山
﨑　

弘
之

紫
波
総
合

副
会
長

佐
藤　

文
明

盛
岡
市
立

会　

長

細
越
美
由
紀

盛
岡
市
立

副
会
長

佐
藤
美
由
紀

花 

巻 

北

会　

長

湯
川　

宏
胤

花 

巻 

南

会　

長

舘
澤　

友
広

花
巻
農
業

会　

長

川
村　
　

敦

花
北
青
雲

会　

長

小
菅　

孝
広

会

長

川
上
　

博
基
（
盛
岡
第
一
）

副
会
長

小
綿
真
理
子
（
盛
岡
商
業
）

〃

志
田
藤
ひ
と
み
（
花
巻
農
業
）

〃

千
葉
　

栄
生
（
千　
　

厩
）

〃

飯
塚
　

亜
季
（
宮 

古 

北
）

〃

蒲
野
　
　

隆
（
久
慈
工
業
）

理

事

藤
澤
　

秀
行
（
盛
岡
第
二
）

〃

伊
藤
　

達
也
（
盛 

岡 

南
）

〃

西
山
　

広
美
（
盛
岡
市
立
）

〃

山
田
喜
美
子
（
杜　
　

陵
）

〃

小
林
　

立
栄
（
遠
野
緑
峰
）

〃

斎
藤
　

芳
里
（
黒
沢
尻
工
業
）

理

事

浅
間
　

光
将
（
水　
　

沢
）

〃

岩
渕
　

良
久
（
一
関
第
二
）

〃

菊
池
　

真
樹
（
住　
　

田
）

〃

及
川
　
　

元
（
宮　
　

古
）

〃

佐
藤
　

佳
子
（
一　
　

戸
）

〃

田
代
奈
津
子
（
軽　
　

米
）

監

事

岡
田
富
士
子
（
盛
岡
第
三
）

〃

村
上
　

可
織
（
大
船
渡
東
）

顧

問

大
柏
　
　

良
（
前 

会 

長
）

〃

清
水
　

成
樹
（
元 

会 

長
）

〃

高
橋
　

一
佳
（
校
長
協
会
長
）

令
和
５
年
度 

役
員

住    

田

役　

員

瀬
川　

一
浩

釜    

石

副
会
長

菊
池　

公
男

釜
石
商
工

会　

長

村
越　
　

進

宮    

古

会　

長

中
野　

昇
二

宮    

古

副
会
長

藤
澤　

宏
和

宮 

古 

北

会　

長

石
垣　

達
也

宮
古
商
工

副
会
長

高
坂　

宜
征

久    

慈

副
会
長

番
沢　

裕
子

久
慈
工
業

会　

長

山
形　

英
範

種    

市

会　

長

北
山　
　

徹

軽    

米

会　

長

玉
館　
　

誠

伊 

保 

内

副
会
長

小
松　

智
樹

福
岡
工
業

会　

長

沢
口　

勝
利

一    

戸

副
会
長

松
尾　
　

暢

一    

戸

副
会
長

南
舘　

忠
信

一    

戸

役　

員

柴
田　
　

浩

沼 

宮 

内

会　

長

岩
舘
こ
ず
え

葛    

巻

会　

長

高
宮　

文
昭

葛    

巻

副
会
長

田
澤　

真
澄

盛
岡
視
覚
支
援

会　

長

齊
藤　

志
保

盛
岡
峰
南
高
等
支
援

会　

長

押
切　

和
博
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希
望
に向

か
っ
て

　

昨
年
度
に
引

き
続
き
、
一
戸

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

佐
藤
佳
子
と
申
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き
な
か
っ
た

３
年
間
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
大
会
や
学
校
行

事
等
、
何
と
か
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
３

年
間
は
、
以
前
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
、

当
た
り
前
に
行
え
な
い
状
況
を
経
験
し
、
人
と

人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し

た
。出
来
る
人
が
出
来
る
事
を
出
来
る
範
囲
で
、

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
去
る
５
月
８
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
第
５
類
に
移
行

し
、
地
域
や
学
校
行
事
等
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

活
動
に
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
令
和
６

年
度
に
は
、
福
岡
工
業
高
校
と
の
統
合
を
控
え

て
お
り
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
み
ま
す
。

　

学
校
、
生
徒
、
地
域
、
保
護

者
が
知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
！

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
岩
手
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
、
川
上
博
基
（
か
わ
か
み
ひ
ろ
き
）
と
申

し
ま
す
（
昭
和
42
年
生
、
今
年
56
歳
）。

子
ど
も
は
娘
2
人
で
す
。
大
学
3
年
の
長
女
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
命
を
か
け
、
高
校

2
年
の
二
女
は
合
唱
部
の
活
動
に
命
を
か
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
は
妻
に
任
せ
き
り
で
、「
映
画
と
カ
ラ
オ
ケ
だ

け
は
パ
パ
と
行
く
」
と
い
う
決
ま
り
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
高
校
生
に
な
る
と
自
分
で
映
画
や
カ
ラ
オ
ケ
に
行

く
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
、
娘
達
と
関
わ
る
機
会
は
激

減
し
て
い
る
状
況
で
す
。

趣
味
は
野
球
（
職
場
、
地
区
Ｏ
Ｂ
、
高
校
Ｏ
Ｂ
の

3
チ
ー
ム
に
所
属
）、
マ
ラ
ソ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走

3
回
、
リ
タ
イ
ア
3
回
と
一
進
一
退
の
繰
り
返
し
）、
ゴ

ル
フ
（
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
84
で
す
が
、
最
近
は
1
0
0
前

後
に
低
迷
し
て
い
ま
す
）
の
三
刀
流
で
す
が
、
ど
れ
も

中
途
半
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
悩
み
の
種
で
す
。
運

動
以
外
で
は
ナ
ポ
リ
タ
ン
の
食
べ
歩
き
に
も
は
ま
っ
て

い
ま
す
。

私
自
身
P
T
A
活
動
に
つ
い
て
は
素
人
同
然
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
勉
強
し
ま
す
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
く
、
経
験
豊
富
な
事
務
局
長
の
ご
指
導
の
も

と
、
基
本
的
に
副
会
長
の
皆
様
、
理
事
の
皆
様
に
お

任
せ
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く
明
る
く
楽

し
く
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
親
と
し
て
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
何
が

出
来
る
か
を
、
先
生
方
や
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
2
年
間
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩手県高P連会長

川上　博基

会長就任の
ご挨拶

請求なければ支払いなし

ＰＴＡ単位で加入する制度で発足後 22年目となり
ました。
令和 5 年６月現在
〈加入状況〉

全　国　2,286 校　　1,175,552 人（暫定数）
岩手県　　　67校 　　　22,077 人

〈事故の際は〉
全国高Ｐ連賠償責任補償制度事故受付電話

0120-720-110 （24 時間 365日受付）

 
〈加入状況〉 令和5年５月１0日現在	 2,501人
　Ａプラン （病気補償あり）　６2校	 1,392人
　Ｂプラン （病気補償なし）　５4校	 533人
　Ｃプラン （自転車重点型）  ５６校	 576人
〈お問い合わせ〉ＡＩＧ損害保険株式会社盛岡支店

　　　　　　  ＴＥＬ ０１９-６５１-０５８４　

岩手県立一戸高等学校ＰＴＡ会長　佐藤　佳子

第25回

[会館施設概要］
●所在地
〒171-0043
東京都豊島区要町
2-5-5
ＪＲ池袋駅まで徒
歩１５分､東京メトロ
要町駅 徒歩5分

●資格
岩手県出身者で大学院､大学､短期大学､
専門学校等に通学する人

●寮費	 月額80,000円(朝夕2食)､入寮時費用 10万円
	 (令和５年度の場合）
●室内	 洋室13.5㎡（全室個室）
●設備	 �机、本棚､ベッド､クローゼット､洗面化粧台､

冷暖房器等
[申し込み･問い合わせ］
公益財団法人 岩手県学生援護会(岩手県学生会館内）
TEL:03-3972-4783
※募集要項､申込書類はホｰムペｰジから
　http://www.gakuseikaikan-iwate.or.jp/

岩手県学生会館入寮生募集
～初めての東京生活を支える安心の寮生活～

▲昨年度　登校時一声運動の様子

（一社）全国高Ｐ連賠償責任補償制度

岩手県高Ｐ連高校生総合保障制度
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今
年
度
、
第
1
回
の
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も
皆
様

の
P
T
A
活
動
に
役
立
つ
よ
う
誌
面
作
り
に

努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
各
校
で
は
、
４
年
ぶ
り
に
通
常
の

P
T
A
活
動
が
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る

高
校
で
も
、
５
月
に
対
面
で
P
T
A
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
総
会
後
、
吹
奏
楽
部
・
音

楽
部
・
太
鼓
道
場
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
間
近
で
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ラ
イ
ブ
の
空
気
感
や
迫
力
が
あ
り
、
よ
う

や
く
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た
と
感

じ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
高
校
生
に
な
り
、
成
長
を
頼
も

し
く
感
じ
る
と
同
時
に
、
親
離
れ
し
て
い
く
寂

し
さ
も
少
し
感
じ
ま
す
。
P
T
A
活
動
で
は
、

家
庭
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
の

違
っ
た
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
会

う
機
会
が
少
な
い
先
生
方
や
保
護
者
同
士
の

親
睦
を
図
る
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
会

報
を
ご
覧
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
（
忙
し
い
方
は

な
る
べ
く
）
ご
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

高
校
で
P
T
A
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

調
査
広
報
副
委
員
長
・
岩
渕　

良
久

〈
編
集
委
員
〉
令
和
５
年
度
調
査
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員

◇
事
務
局

千
葉　

栄
生	

（
千
厩
高
校
）

岩
渕　

良
久	

（
一
関
第
二
高
校
）

市
川　

清
志	

（
花
北
青
雲
高
校
）

佐
々
木
真
吾	

（
釜
石
商
工
高
校
）

千
葉　

利
行	

（
伊
保
内
高
校
）

山
本　
　

憲	

（
千
厩
高
校
）

佐
藤　
　

尚	

（
県
高
Ｐ
連
）

木
村　

智
子	

（
県
高
Ｐ
連
）

編
集
後
記

おらほのPTA

岩手県立遠野高等学校
PTA会長

谷地　信弥

岩手県立水沢工業高等学校
PTA会長

阿部　一憲

｢知恵と工夫」の
活動をめざして！

水工における
ＰＴＡ活動の報告

本
校
は
令
和
３
年
度
に
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
県

内
屈
指
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校
で
す
。
校
訓
「
修
徳

尚
武
」、
校
是
「
師
弟
一
如
」
の
も
と
、
現
在
３
０
１
名
の

生
徒
が
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
遠
野
市

内
の
み
な
ら
ず
、
花
巻
市
や
北
上
市
、
遠
く
は
久
慈
市
や

一
関
市
、
そ
し
て
神
奈
川
県
か
ら
も
集
ま
り
、
勉
学
と
部

活
動
に
励
み
、
進
路
も
四
年
制
大
学
・
短
期
大
学
・
専

門
学
校
・
公
務
員
・
民
間
就
職
と
多
岐
に
わ
た
る
進
路

実
現
を
目
指
し
、
皆
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
P
T
A
は
、
生
活
・
厚
生
委
員
、
広
報
委
員
会
、

母
親
委
員
会
の
３
つ
の
専

門
委
員
会
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
生
活
・
厚
生

委
員
会
で
は
、
年
３
回
行

わ
れ
る
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
に
合
わ
せ
挨
拶
運
動

を
実
施
し
、
広
報
委
員

会
で
は
年
２
回
P
T
A

会
報
の
編
集
・
発
行
に

携
わ
り
、
母
親
委
員
会

は
体
育
祭
や
文
化
祭
等

で
生
徒
へ
の
豚
汁
提
供
や

バ
ザ
ー
開
催
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
隔
年
で
行
わ
れ
て
き

た
本
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
う

さ
ぎ
狩
り
」
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
残
念
な
が
ら
、
こ
こ
３
年
間

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
多
く

の
P
T
A
活
動
は
中
止
や
規
模
を

縮
小
す
る
形
で
の
実
施
を
し
て
き

ま
し
た
。

今
後
は
P
T
A
活
動
の
本
格
的

な
再
開
を
、
学
校
と
保
護
者
が
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
P
T
A
活
動
は
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
実
際
に
学
校
へ

足
を
運
び
、
学
校
の
様
子
を
知
り
、

高
校
生
活
が
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
支
援
を
行
え
る
活
動

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
良
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
出
来
る

よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

本
校
は
、
機
械
科
、
電
気
科
、
設
備
シ
ス

テ
ム
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
４
学
科
を
有
し
、

朝
学
習
を
学
校
全
体
で
取
り
組
み
、
資
格
取

得
に
力
を
入
れ
て
い
る
工
業
高
校
で
す
。
今

年
は
創
立
56
年
目
を
迎
え
、
県
内
の
中
堅
工

業
高
校
と
し
て
、
管
内
・
県
内
は
も
と
よ
り

全
国
へ
工
業
技
術
者
の
育
成
に
教
育
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
母
親
委
員
会
に
よ
る
水
工
祭

の
食
堂
運
営
や
、
広
報
委
員
会
に
よ
る
年

２
回
の
会
報
の
発
行
、
さ
ら
に
陶
芸
教
室
の

開
催
な
ど
様
々
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
、

ま
た
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
令
和
４
年
度
は
奥
州
市
内
で
活

動
さ
れ
て
い
る
陶
芸
家
を
お
招
き
し
て
、「
陶

芸
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
９
月
初
旬
に
行
う
予
定

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
２
か
月

後
の
11
月
初
旬
に
変
更
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

保
護
者
と
教
職
員
の
合
計
15
名
が
参
加
し
て
、

思
い
思
い
の
器
を
創
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

と
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
小
さ
な
お
子

様
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
作
り
上
げ

て
、
２
時
間
の
作
業
後
に
は
、
皆
様

の
充
実
し
た
晴
れ
や
か
な
表
情
が
印

象
的
で
し
た
。
例
年
で
す
と
作
品
は

水
工
祭
で
展
示
す
る
の
で
す
が
、
今

年
度
は
校
長
室
に
飾
り
ま
し
た
。
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
朝
倉
先
生
は
、

熱
心
に
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
る
の

で
参
加
者
か
ら
の
評
判
も
高
く
、
ぜ

ひ
今
年
度
も
お
願
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
て
、
コ
ロ

ナ
前
の
よ
う
な
活
動
が
復
活
で
き
る

と
思
い
ま
す
が
、
新
し
い
様
式
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
学
校
と

連
携
を
取
っ
て
生
徒
の
高
校
生
活
が

よ
り
充
実
し
、
併
せ
て
多
く
の
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参
加
で
き
る

企
画
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

▲陶芸教室の作品

▲陶芸教室参加者一同

▲文化祭でのＰＴＡによる餅撒き ▲ものづくり企業見学会への参加

▲マナーアップ運動の様子
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